
（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 平成27年12月時点

福島県 交付期間 67,487千円 

白河市 実績評価実施時期 B - 1 - 2、◆B - 1 - 2 - 1

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

県名 平成25～26年度 交付対象事業費

市町村名 平成27年度 評価対象事業

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）

○当該施設は、地域の小中学生・スポーツ少年団による利用が多い。その子どもたちを指導するテニス協会会員には、全国中学校テニス大会や全国高等学校テニス大会等で活躍してきた方が多く、技術の高い地元指導者の人的ネットワークを活用した交
○流大会やスポーツ教室等が定着しつつあり、指導を受けた小中学生が各種大会で優秀な成績を収めるようになってきている。近隣市町村の高校生の利用も増加傾向にあることから、引き続き広域的な利活用と子どもたちの運動能力の向上を図る。

事業計画に記載した地域の復興における支障の解決に係る目標（注１，２）

○地元の小中学生スポーツ少年団の活動拠点となっている東風の台運動公園内のテニスコートを砂入り人工芝に張替えるとともに新たに休憩施設を整備することで、こどもたちの屋外運動の機会を確保する。

【区域全体図】 【事業詳細】
（１）事業概要
　　　施設内のテニスコート（全５面）を砂入り人工芝に張り替えることに加え、炎天下において運動する子どもたちの十分な休憩
　　を確保するための四阿を整備することで、放射能不安のため屋外での運動機会が十分に確保できない地域の子どもたちが安
　　全で安心して活動できる環境を整備する。

（２）事業の実施状況
　　〔工栄上期〕　テニスコート　平成25年12月24日 ～ 平成26年５月 ９日（供用開始日：平成26年５月 ９日）
　　〔工期　 　 〕　四　阿 ス　ト  平成26年 ４月28日 ～ 平成26年８月27日（供用開始日：平成26年８月27日）
　　〔運営状況〕　利用時間：午前９時～午後９時まで（火曜日定休日、12月28日から翌年１月４日まで休業）
　　〔運営状況〕　利用料金（１コート１時間につき）：市内一般  300円　 市外一般 1,230円
　　〔利用者数〕　平成25年（４～９月） ： 5,185人
　　〔利用者数〕　平成27年（４～９月） ： 5,666人　【 平成25年度比：+1,627人 】

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記載
　　〔避難者数〕
　　　　全国避難者システム等を基に市が独自にとりまとめた市外への避難者数は、平成25年４月５日時点では169世帯467人で
　　　あったが、平成27年11月18日現在は156世帯433人と減少している。
　　〔肥満傾向〕
　　　　肥満度を測る指数が平成26年度から変更となったため、平成26年度と平成27年度での比較となるが、市内小学校におけ
　　　る肥満度が20%以上の児童の割合は11.43%から10.72%に改善している。
　　〔体力テスト〕
　　　　市内小学校において平成25年度に実施した体力テストでは、総合評価がAまたはBの児童の割合は36.9%であったが、平成
　　　27年度の同テストの結果は40.1%となっている。

（４）その他
　　　平成27年11月17日に白河市スポーツ推進審議会委員に評価結果について報告したところ、特に意見はなかった。

事業計画推進による効果・変化

○８月及び９月の天候不順が影響し、平成27年度（４～９月）の中学生以下の利用者数は5,459人であり目標とした5,500人には届かなかったが、震災前の平成22年度の中学生以下の年間利用者数4,663人を大幅に上回っている。
○　中学生以下の年間利用者数の推移　　H22：4,843人　　H23：4,779人　　H24：5,248人　　H25：6,743人　　H26：7,196人　　H27（見込み）：8,000人（①〔４～９月〕5,459人+②〔10月～３月〕2,600人（※前年同程度））
○新たに設置した四阿についても、天候の急変などの一時避難や見学などの付き添いの方の待機所として利用されており好評を得ている。

H27.11.12（地元スポーツ少年団が、ソフトテニスの練習をする様子及び四阿で練習を見守りつつ、交流を深める保護者）

東風の台運動公園

テニスコート整備事業

東風の台運動公


